「The True Noble's Code」訳本

　「真なる貴族の規律」

　著者：Serjo Athyn Sarethi
　名家Redoranの栄光ある戦士たちは、代々、Morrowindを守る者たちであった。Redoran家の貴族になることは、偉大なる戦士になる以上のことだ。責務・真摯・敬神という三位一体の美徳に従わねばならないのである。

　Redoranの責務とは、第１にTribunal神殿に対する、第２に名家Redoranに対する、第３に自身の親族と一族に対するものである。〈Red Mountainの戦〉に於いて、Redoran家の戦士たちは、Tribunalに対する責務を果たすため、勇敢に死んでいった。Telvanniの魔術師による陰謀および信用ならないHlaaluの虚言からRedoran家を守ることによって、真なる貴族はRedoran家に対する責務を提示する。慈悲と寛大に満ちる〈神殿〉の指針に服従することが、自身の親族と一族に対する責務を提示することである。

　Redoranの貴族は真摯という美徳を知っている。真面目な事柄を笑うようなことは、Redoranの流儀ではない。何故なら、それは失礼に当たるからである。噂を広めるようなことは、Redoranの流儀ではない。何故なら、それは不和を募らせ育てるものだからである。
　Redoranは、我々の創造者かつ先祖であるAedraとDaedraに対する敬神を提示せねばならない。何故なら、そのような神が存在しなかったならば、我々は〔Redoran家に〕仕える機会を得なかったであろうから。そして、神の法が存在しなかったならば、我々は正誤を知らなかったであろうから。そして、これらの事柄に対して感謝を捧げなかったならば、我々は自身の本分と目的を忘れてしまうであろうから。
　名家Redoranは戦に関する在らゆる技術を賞賛する。それは、戦それ自体が良いものとか名誉あるものとか我々が信じているからではなく、この知識が自身の責務を遂行するに当たって必要であるからだ。Redoran家の戦士は、長剣と盾、あるいは、槍を携えて戦う。Redoran家の貴族は、弓の使い方もまた学んでいなければならないし、戦闘に向けて長距離の行軍を行うため充分に筋骨たくましくなければならない。Redoranは、階級と戦略に従って、重鎧あるいは中鎧を装着する。Redoran家の貴族は、自身の鎧を修理・保全する方法を心得ていることが期待される。
　Redoran家に生まれた人々は、血族と一族によって、これらの技術と美徳を教えられてきた。Redoran家に家臣として加入することを求める人々は、彼らの技術がRedoran家に仕えるために相応しいものであることを、Redoran議会館に在住する試験官に納得させなければならない。
　Redoran家の血筋に生まれたのであれ、誓約を通じてRedoran家に仕えるように採用されたのであれ、Redoran家に於いて昇進を求める人々は奉仕と服従を通じて自身の美徳を証明せねばならない。そして、あらゆる技術と美徳を物にした時のみ、その者は名家Redoranの貴族として本当に自称することが可能になるのである。
